
 

2023年５月 12日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ズ ジ ェ ン ト  

代表社名 代表取締役社長 杉本 隆洋 

 （コード4288 東証スタンダード） 

問合せ先  
役職・ 氏名 経営企画部部長 秋山 貴彦 

電話番号 0 3 - 6 8 5 3 - 7 4 0 1 

個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）の個別業績と前期実績値との間に差異が生じましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

     
記 

 

１．2023年３月期 通期個別業績と前期実績値との差異 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

         円 賎 

前期実績（Ａ） 3,167 23 78 76 20.06 

当期実績（Ｂ） 2,833 △116 △123 △125 △32.91 

増減額（Ｂ－Ａ） △334 △139 △201 △201  

増減率 △10.5％ － － －  

 

２．差異の理由 

売上について、上期においては Check Point 等で大型案件の受注やリプレイス案件の取込が堅調に推移いたしました。

一方で下期においては過去に販売を行い実質的なデファクト・スタンダードとなった地方自治体向けファイル無害化ソ

リューション「Votiro Disarmer」のリプレイス需要取り込みが落ち着きを見せたことや、クラウド化の急速な進展に

伴うセキュリティニーズの変化による顧客側での対策検討に時間を要するケースが増えています。その結果、規模感と

しては期待が持てるものの確定が次期以降となった案件が相当数発生したこともあり、売上高は 2,833 百万円（前年同

期比 10.5％減）となりました。 

一方、コストについては、販売活動強化を図るための営業活動及び宣伝活動を積極的に展開したことに加え、コロナ

禍でも安定してサービス提供が継続できるよう臨時的な措置として、体制を増強したことやシステム改修などサービス

基盤の強化を推進したことで一時的なコスト増となった結果、販売費及び一般管理費 1,128 百万円（前年同期は 1,099

百万円）となりました。また、為替の急激な変動による仕入コストの上昇が、業績に影響を及ぼしましたが、為替変動

への対策を既に講じたことで次期への影響は限定的となります。その結果、各段階利益につきましては、営業損失 116

百万円（前年同期は 23 百万円の営業利益）、経常損失 123 百万円（前年同期は 78 百万円の経常利益）、当期純損失 125

百万円（前年同期は 76 百万円の当期純利益）となりました。 

  以上 


